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を

◆
貸
し
農
園
で
野
菜
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し
ま
せ
ん
か
？

し
ま
せ
ん
か
？

　

「
エ
コ
農
園
あ
け
ぼ
の
」

「
エ
コ
農
園
あ
け
ぼ
の
」

は
、
休
耕
地
を
貸
し
出
し
、
農

は
、
休
耕
地
を
貸
し
出
し
、
農

薬
や
化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い
野

薬
や
化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い
野

菜
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｍ

菜
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｍ

ボ
カ
シ
に
よ
る
生
ご
み
の
資
源

ボ
カ
シ
に
よ
る
生
ご
み
の
資
源

化
や
肥
料
作
り
等
も
楽
し
く
行

化
や
肥
料
作
り
等
も
楽
し
く
行

っ
て
い
ま
す
。
年
会
費
は

っ
て
い
ま
す
。
年
会
費
は
、
10

坪
当
た
り
３
千
円
で
す
。
暮
ら

坪
当
た
り
３
千
円
で
す
。
暮
ら

し
の
中
の
「
食
の
循
環
」
を
考

し
の
中
の
「
食
の
循
環
」
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？
見
学
だ
け

え
て
み
ま
せ
ん
か
？
見
学
だ
け

で
も
歓
迎
し
ま
す
。

で
も
歓
迎
し
ま
す
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ぼ
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街
道
沿
い

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

大
井
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０
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地
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５
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０

東
山
東
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☎
09090
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９
８
８
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６
５
８
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９
８
８
９
・
６
５
８
５

（
エ
コ
農
園
あ
け
ぼ
の
）

（
エ
コ
農
園
あ
け
ぼ
の
）

　明治２３年７月、第１回

総選挙が行われた結果、

野党が過半数を占め、富

国強兵を掲げる薩長政権

と対立し、明治２５年２月

に第２回総選挙が行われ

た。この選挙に政府は大

がかりな選挙干渉を行い、

高知県でも知事が、高岡

郡長や警察署長に鹿児島

県出身の警部を招き、権

力による選挙介入が行われた。暴力団を使い民権

派への殴り込み、演説会の妨害、家屋の襲撃、こ

れに対する報復により多数の死傷者が出た。また、

国民党（与党）員による投票箱の奪取、投票用紙の

書き換えもあった。県第１区・第３区（各１名）

では自由党が、第２区の２名は、国民党が当選し

たが、大阪から憲兵隊が派遣され、裁判の結果、自

由党２名が逆転当選となった。

　選挙以降、選挙干渉の非を訴える懇親会と呼ば

れる集会が各地で開かれた。特に香北町白石で開

催された五反川原の懇親会は、県選挙史に残る大

騒動となった。選挙のあった年、第２区の訴訟勝

利のためのデモ集会を、自由党勢力の強い香美郡

で計画したもので、近隣１５カ村から自由派・民

権派１，５００名余が参集した。事前に山田署の許

可を求めたが不許可とされ、白石駐在所の巡査の

急報に、署長以下１４名が応援して厳戒体制をし

き、解散を命じたが、参集を始めた群衆は応じな

かった。この署長は、薩摩出身で知事の意向を受

けて、自由党勢力の強い香美郡に派遣された人だ

った。当時の農民は、地租改正の混乱と重圧や急

激な強兵政策の負担、政府の選挙干渉に対して不

満等を持っていた。

　集会は、夕方

に終了して解散

したが、過激な

者が鳥銃等の武

器を携えて集ま

り、白石駐在所

へ攻め登った。

藁グロに火を放ち、中には山上に回り駐在所を狙

撃する者もおり、頭を撃たれ流血する巡査が出て、

この犯人を突入して捕縛し、解散を命じたが沈静

化を見ず、巡査が左大腿部を撃たれたのを機に、

巡査隊が抜刀して突入、１７名を捕縛した。巡査

２名は、高知病院で治癒し、県知事は鳥取へ転任

となり、警察署長・郡長も左遷や免職となった。

　夜が明けて見ると、倉の白壁や雨戸に多数の弾

痕が見られたと伝えられている。地区住民には白

石戦争と表現する人もいる。

※参考文献　土佐山田町佐岡森田家文書

（香美史談会）

◆
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成

講
座

　

要
約
筆
記
は
、
難
聴
者
・
中

途
失
聴
者
に
対
し
て
、
話
し
言

葉
を
文
字
に
し
て
伝
え
る
通
訳

作
業
で
す
。
講
座
で
は
、
話
の

意
図
を
正
し
く
つ
か
み
、
速

く
、
か
つ
読
み
や
す
い
文
章
に

ま
と
め
る
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

■
基
礎
課
程

【
日
時
】
７
月
３
日
（
土
）
〜

９
月
18
日
（
土
）
全
18
回　

　

毎
週
土
曜
日
９
時
〜
12
時

■
応
用
課
程

【
日
時
】
９
月
25
日
（
土
）
〜

11
月
６
日
（
土
）
全
18
回　

　

毎
週
土
曜
日
９
時
〜
12
時

【
場
所
】

高
知
市
旭
町
２
丁
目
21

－

６　

高
知
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
料
金
】
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て

２
，
９
６
０
円

【
申
込
期
限
】
６
月
28
日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

特
定
非

営
利
活
動
法
人　

要
約
筆
記　

高
知
や
ま
も
も

☎
０
８
８

・

８
４
２

・

２
５
１
９

※

F
A
X
兼
用

◆
ヨ
ー
ガ
教
室
参
加
者
募
集

　

ヨ
ー
ガ
は
、
心
身
の
健
康
に

大
変
良
い
効
果
あ
り
ま
す
。

　

香
北
ヨ
ー
ガ
教
室
で
は
、
ヨ

ー
ガ
に
興
味
の
あ
る
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】

毎
週
月
曜
日
14
時
〜
16
時

【
場
所
】
韮
生
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
村　

☎
59

・

２
７
９
３

（
香
北
ヨ
ー
ガ
教
室
）

 

私
は
電
子
・
光
シ
ス
テ
ム
工

学
科
４
年
生
で
す
。
４
月
に
交

換
留
学
生
と
し
て
、
韓
国
の
晋

州
（
ジ
ン
ジ
ュ
）
市
か
ら
来
ま

し
た
。

　

晋
州
市
は
釜
山
か
ら
西
へ
車

で
１
時
間
半
の
距
離
に
あ
る
人

口
約
30
万
人
の
町
で
す
。
「
晋

州
」
と
い
う
名
前
は
高
麗
時
代

か
ら
使
わ
れ
て
い
て
「
晋
州

城
」
と
い
う
美
し
い
城
が
あ
り

ま
す
。
本
当
に
美
し
く
静
か
な

町
で
香
美
市
と
似
て
い
ま
す
。

香
美
市
に
は
清
流
物
部
川
が
あ

り
、
晋
州
に
は
清
流
南
江
が
あ

り
ま
す
。
香
美
市
は
教
育
熱
心

な
町
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
晋

州
も
大
学
の
町
で
、
晋
州
産
業

大
学
な
ど
６
大
学
が
あ
り
、
人

口
に
占
め
る
学
生
の
割
合
が
高

い
点
も
香
美
市
に
似
て
い
ま

す
。
伝
統
文
化
で
は
剣
舞
が
有

名
で
す
。
韓
国
料
理
の
代
表
の

ひ
と
つ
「
ユ
ッ
ケ
ビ
ビ
ン
バ
」

は
晋
州
が
発
祥
の
地
で
す
。
毎

年
10
月
に
開
か
れ
る
「
ゲ
チ
ョ

ン
芸
術
祭
」
は
と
て
も
有
名
で

外
国
か
ら
も
見
物
に
来
ら
れ
ま

す
。
高
知
か
ら
遠
く
な
い
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

留
学
生
活
に
は
言
葉
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。
専
門
の
授
業
の
日

本
語
に
慣
れ
る
ま
で
大
変
で
し

た
。
で
も
新
し
い
こ
と
を
学
べ

る
の
で
ほ
ん
と
に
嬉
し
い
で

す
。
運
動
が
好
き
な
の
で
大
学

の
体
育
館
で
よ
く
運
動
し
ま

す
。
自
転
車
で
高
知
ま
で
行
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
香
美
市

の
皆
さ
ん
は
活
発
で
明
る
く
て

親
切
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

家
族
は
ま
る
で
本
当
の
家
族
の

よ
う
で
す
。
犬
と
走
っ
た
り
、

お
母
さ
ん
の
足
の
調
子
が
悪
い

と
き
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
た
り
し

ま
す
。
も
し
、
日
本
に
来
て
な

か
っ
た
ら
、
知
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
誤
解
し
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
で
す
。
留
学
の
機
会

を
く
だ
さ
っ
た
大
学
の
皆
さ
ん

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
香
美
市
の
皆
さ
ん
、
こ

れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

　　作：國則　京花
（山田高校マンガ部）

掲　

示　

板

香美史

記訪探
第１３回
　白石騒動　
（香北町白石）

37

　　

キ
ム
・
テ
フ
ァ
ン　　　

        

（
韓
国　

晋
州
市　

出
身
）

雨の降る日は

雲の上から　あじさい色の

メロディーがきこえてきます

　

　　　　　　   

香北町白石駐在所香北町白石駐在所跡（石垣上段）（石垣上段）香北町白石駐在所跡（石垣上段）

▽
表
紙
の
楠
目
小
の
遠
足
。
あ

め
玉
を
そ
っ
と
差
し
出
し
て
く

れ
る
優
し
い
児
童
が
印
象
的
で

し
た
。
取
材
中
、
楠
目
小
で
は

お
菓
子
の
金
額
の
制
限
が
無

く
、
児
童
の
判
断
に
任
せ
ら
れ

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
買
い
す
ぎ
る
児
童
も
今

ま
で
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
そ
う

で
す
（
エ
ラ
イ
！
）
。
遠
足
で

お
や
つ
を
買
い
だ
め
し
て
い
た

自
分
な
ら
き
っ
と
大
量
に
買
っ

て
た
だ
ろ
う
な
。

▽
先
月
号
か
ら
始
め
た
か
み
か

み
ク
イ
ズ
。
誌
面
を
し
っ
か
り

と
読
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い

か
ら
始
め
ま
し
た
。
香
美
市
や

姉
妹
都
市
の
特
産
品
を
懸
賞
品

に
し
て
い
き
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

（
細
木
）

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記
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せ
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迎
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【
場
所
】
あ
け
ぼ
の
街
道
沿
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【
問
い
合
わ
せ
・
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込
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大
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・
３
０
０
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５
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０
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９
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６
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８
５
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エ
コ
農
園
あ
け
ぼ
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　～ほ
っと
～


